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■刈谷ゆめの樹保育園概要 
１）定員：90 名  

・0歳児：6名 
・1歳児：15名 
・2歳児：16名 
・3歳児：17名 
・4歳児：18名 
・5歳児：18名 

２）対象年齢：産休あけ～5 歳児  

３）保育時間  

・早朝保育	 	 ：	 7：30～ 8：30  
・標準保育	 	 ：	 8：30～16：30（クラス別を主体とした保育） 
・長時間保育	 ：	 16：30～19：00 
・延長保育	 	 ：	 19：00～19：30 

４）休園日  

	 	 ・日曜日、祝日 
	 	 ・12月 29日～1月 3日 
※早朝保育・長時間保育・延長保育・土曜保育をご希望される場合には、事前の申 
し込みが必要になります。 

５）保育費用  

	 	 ・保育料	 	 ：	 市の基準により徴収 
	 	 ・主食代	 	 ：	 700円（幼児のみ） 
	 	 ・教材費	 	 ：	 400円（2歳児以上） 
	 	 ・父母会費	 ：	 500円 
	 	 ※諸事情により一部変更となる場合がございます。 

６）課内レッスン	  

	 	 ・体育教室	 （年３０回）	 

	 	 ・英語	 	 （年４０回）	 

	 	 ・リトミック	 （月２回）	 

	 	 ・アート体験	 （月１回）	 

７）課外レッスン	 （有料：希望者のみ）  

	 	 ・体育教室	 
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８）年間行事予定	 （平成 27 年度実績）  

 保護者様参加行事 園内行事 
4月 入園式  
5月  端午の節句 
6月  健康診断（歯科） 
7月 保育&給食参観・個人懇談 水遊び / 七夕 
8月  希望保育（8/12～8/16） 
9月  防災訓練（大規模）・内科検診 

10月 運動会 ハロウィン・パーティー 
11月 作品展  
12月  クリスマス会 
1月 生活発表会 お楽しみ会 
2月  節分・豆まき 
3月 修了式・個人懇談 ひな祭り 

 
※毎月の行事：誕生会・身体測定・避難訓練（小規模） 
※園外活動の際、交通費・入場料等別途費用が発生する場合には、実費をご負担い

ただきます。	 

９）給食・おやつ  

当園では、調理士が子どもたちの健やかな成長を願い、愛情を込めて毎日給食とお 
やつを手づくりします。栄養バランスに優れた献立と、行事食などを取り入れたオ

リジナルの給食をご提供します。また、子どもたちの健康と味覚の成長を促すため、

味付けは薄味を心がけます。 
※1歳児・2歳児には、午前 10時ごろに果物中心のおやつ、午後 3時ごろに手づ
くりおやつを提供します。	 

10）離乳食について  

	 	 噛むこと(咀嚼)は健やかな身体づくりに重要な要素です。よく噛まない子供は、あ 
ごの力が育たず、内臓に負担をかけるとともに、将来大食いになりやすいと言われ 
ています。離乳食のときから、それぞれの子どもに合った調理をすることでよく噛 
んで食べる習慣を育みます。 

11）食物アレルギーの対応について  

	 	 近年、食品アレルギーをもつ子どもが増えています。アレルギーや持病については、 
入園時に保護者さまより詳細をご提供いただき（場合によって医師の診断書の提示 
を求めます）、調理士と相談のうえ、除去食あるいは代替食をご提供します。 
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12）その他  

・	 毎月「園だより」を発行し、クラスの様子・月の行事・子育て情報等をお届けいた

します。 
・	 ウェブサイト内に、「スタッフブログ」を開設し、日々の保育の様子なども公開しま

す。お子さまの顔写真等の掲載をお望みでない場合には事前に申し受けます。 
・	 毎月月末に諸活動の様子を撮影した写真を一定期間所定のウェブサイトにアップし、

保護者の皆さまに閲覧いただけます。ID、パスワードを設定しますので、一般の方
はご覧になれません。 
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■刈谷ゆめの樹保育園保育方針 
〇保育理念  
	 

子どもたちの最善の利益を最優先し、養護と教育が一体となった保育をすす

めます。	 

	 

〇保育方針  
	 

すこやかな心身と生きる力の素地を育みます。	 

	 

〇保育目標  
	 

「見守る」「ほめる」「対話する」ことを基本に、	 

①「愛情」をかけ、	 

②「しつけ」をし、	 

③「すこやかな身体」、	 

④「心と言葉」、	 

⑤「自立と協調」性を育み、	 

⑥「自己解決」できる子どもたちを育てます。	 
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■刈谷ゆめの樹保育園の特徴  

特徴１	 思いっきりあそぶ  
乳幼児期の子どもたちは毎日が「あそび」です。子ども

たちは遊びのなかで育ちます。保育士やお友達との関わ

りを通して、たくさんのことに気づきます。遊びを通し、

「感性・積極性・集中力・運動能力・協調性・意欲」な

どバランスよく身につけ、年齢・月齢に合わせた遊びを

十分に楽しみます。 
 

１）「お散歩」であそぶ 

一人で歩けるようになった子どもたちは、じっとしていられません。もっと大きな世界

を冒険したくなります。そんな時、散歩に出かけ、広い公園で思いっきり身体を動かせ

ば、きっとお腹はぺこぺこ･･･。「おかわり！」の声も聞こえてきます。 
 

２）「自然」とあそぶ  

雨の音、土のにおい、風の気配、虫の声など、子どもたちのまわりにはたくさんの自然

があります。少し足を延ばせば自然を体感することができます。また、季節ごとの空や

雲、暑さ寒さも、ちょっとした言葉がけで子どもたちの好奇心を刺激します。子どもた

ちが感じた自然をご家庭でも味わっていただき、共に自然や環境への気づきを育みます。 
 

３）「手や指先」であそぶ 

「手は第二の脳」と言われるほど、脳の機能に関係しています。指先の能力は、知能だ

けでなく「心」や「性格」にも関わる基本的な能力です。つまむ・にぎる・ねじる・ひ

っぱるなど指先を使う遊びをすることで脳を刺激します。一人でお座りできるようにな

れば、両手を使うことができ遊びはどんどん広がっていきます。指先の遊びをたっぷり

経験させ、自立への土台を育みます。 
 

４）「からだ」をつかってあそぶ（外部講師）  

自立には順番があります。「肉体的な自立」→「心の自立」→「知的な自立」の順にレ

ベルアップしていきます。肉体的な自立を安定させる「手足の運動能力」をしっかり育

てることは、とても大切です。子どもたちの発達段階を基に、「あるく・とぶ・ぶらさ

がる・なげる・ける」などの遊びを十分に楽しみます。 
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５）「目で見て」あそぶ 

見る能力と指先の能力を同時に使うことで、「見る」→「観る」へと育ちます。これは、

自立や感性の基盤となるとても大切な能力であり、「学ぶ力」や「思考力」とも深く関

わっていると言われています。 
子どもたちは元来自分の目で見て考えて行動する力を持っています。自由な空間と、満

足のできる時間、適切な遊具などの環境を整えることで、「見て、考え、行動する力」

を育てます。 
 

６）「ことば」であそぶ 

人は言葉でコミュニケーションをとり、感情や意志を表現します。子どもが自ら発話で

きない時期でも、他者が発する言葉を、それぞれの場面で意味を成す文章としてイメー

ジできるようになると、子どもは相手の話す内容を十分に感じ取ることができるように

なります。このように、言葉を聞いて場面として感じ取る能力が最初の「言語能力」で

す。ごっこ遊びや絵本の読み聞かせ、パネルシアターなどで「みる・きく・さわる」こ

とによって、言語能力を刺激します。音声による言葉がイメージできるようになると、

次に文字に気づき、そしてやがて文字にも興味を持ち始めます。一人ひとりの発達に合

わせ、無理なくことば遊びを楽しみます。 
 

７）「えいご」であそぶ（外部講師）  

1歳児～5歳児クラスでは、外国人講師による楽しい英語
レッスンを行います（年間 40 回）。歌や遊びも取り入れ
たとても楽しい内容ですが、保護者の皆さんがびっくり

するほどの英語力が身に付くと思います。外国人と違和

感なく接することができるようになり、異文化にも触れ

ます。 
 

８）「かず」であそぶ  

広い視野が判断力・思考力・創造力を生み出します。さまざまな物の中でどれが一番大

きい物かを感じ取る力や、どれが一番多いかを感じ取る力などを育み、次に関係性を把

握する力を養います。単に「１・２・３（イチ・ニ・サン）」と読めることや「１＋１

＝２」と言えることではなく、「かず」の概念を育みます。 
 

９）「リトミック」であそぶ（外部講師） 

リトミックとは、リズムを使って、音楽を身体全体で体

感し、想像力や表現力を養い、心と身体の調和を作り出

す情操教育です。リズムを聞き、感じるまま自由に表現

します。このリズム運動を通して音楽を聴く集中力やリ

ズムをイメージする反応力や表現力を養い、さらに、心
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のイメージを身体で表現することにより、心身の調和を図ります。同時に、音楽の楽し

さを味わい、感性を磨きます。 
 
 

10）「アート」であそぶ（外部講師）  

通常保育内でも絵画・造形活動に親しみますが、定期的

に外部講師を招いて様々な取り組みをすることにより、

子どもたちの感性を開花させます。 
 
 

特徴２	 土台をつくる  
ご家庭とも連携を図り共通のしつけに努めます。普通の

ことが普通にできること、これは、人間として成長して

いくうえにおいてとても大切な素養（土台）となります。 
以下のしつけ等を根気よく行っていきます。ご家庭でも

同様のしつけを心がけていただけますようお願いいたし

ます。 
 

１）しつけ  

①あいさつ 
次のようなあいさつが元気よくできるように促します。 
「おはようございます」「こんにちは」「こんばんは」「ありがとう」「ごめんなさい」 
「行ってきます」「おやすみなさい」「かして」「いれて」など 
②返事 
「はい」と元気よく返事をする。 
③くつをそろえる 
くつやトイレのスリッパをきちんとそろえて脱ぐ。 
④立腰（りつよう） 
背筋を伸ばして正しい姿勢で座る。 
⑤食作法（じきさほう） 
・食に感謝する。 
・「いただきます」「ごちそうさま」をいう。 
・口を閉じて食べる。 
・ひじをついて食べない。 
・お茶を飲むときには箸を置く。 
・フォーク、スプーン、箸などを正しく使う。 
 

２）基本的生活習慣の確立  

①食事 
・登園前に家で朝食を食べる。 
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・食べる喜びを味わい、皆と楽しく食事をする。 
・よく噛んで食べる。 
・なるべく好き嫌いをなくす。 
・食材に対する関心を高める。 
②排泄 
・毎朝の排便習慣を身につける。 
・トイレでの排泄に関心を持つ。 
③睡眠 
・早寝早起きの習慣を身につける。（夜は遅くとも 9時には寝ましょう。） 
④衣類の着脱 
・衣類の着脱に関心を持つ。 
・自分でやろうとする。 
⑤清潔 
・手洗い、うがい、洗顔、歯磨き、鼻かみをする。 
⑥お手伝い 
・食事の後片付け、清掃、年下の子の面倒見などが能動的にできる。 
 

３）五感を磨く  

「視覚・聴覚・触覚・味覚・臭覚」を刺激し、行動を引き出すことは、乳幼児期にはと

ても大切です。「みる・きく・さわる」を中心に五感に働きかけることで、自ら進んで

「やってみたい」という気持ちを引き出します。こうした体験は、記憶に定着しやすく、

また長期記憶として長く残ります。 
 
① 視覚･･･赤ちゃんは、人の顔を好み、「目」のような丸い物体をじっと見つめます。
また、目を合わせて感情を共有します。子どもたちの視覚を刺激し、手を伸ばした

り目的のところまで歩いたりする筋肉運動を促すとともに、目で見て、手でさわっ

て外の世界との接点と知識を増やします。 
② 聴覚･･･赤ちゃんは鳥の鳴き声よりも人の声、特にお母さんの声に反応します。保
育者が抑揚のある優しい言葉がけを心がけることで、コミュニケーションの素地を

育てます。 
③ 触覚･･･子どもは、不安になったときに信頼できる人にしがみついたり、抱っこし
てもらったりすると不安がなくなり、安心してやる気が出てきます。このような愛

着関係をしっかり築きます。 
④ 味覚･･･味覚が分かるのは、舌の表面の感覚器（味蕾）が刺激されるためです。食
材の持つ本来の味や特徴、舌触りなどを体験します。 

⑤ 臭覚･･･自然の中にあるにおいや、ご飯のにおい等、生活の中にある様々なにおい
を体験します。 
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特徴３	 あふれんばかりの愛情を注ぐ  
保護者や保育士が子どもたち一人ひとりにあふれんばかりの愛情をもって関わり、十分

に認めることにより、子どもたちには自信と自己肯定感が芽生えます。まわりの大人に

愛されているという自覚が自信となり、まわりの大人への信頼を育みます。こうした自

己肯定感や自信によって、いずれ子どもたちにはお友達や他人へのいたわりの気持ちが

芽生えます。3歳になるまでに基本的生活習慣を身につけ、自分の言いたいことを言葉
で伝え、相手の言うことを理解できるよう、愛情をたっぷり注いで自立の心を育みます。 
 

１）一人ひとりをみつめる  

抱きしめることは愛情を伝える一番の方法です。成長過程の子どもたちには「大事にさ

れたい」「ほめて欲しい」「認めて欲しい」という欲求が内在しています。子どもたち一

人ひとりの「今」をしっかり見つめ、まずは無条件に許容し、そして個々の発達に応じ

て適切に働きかけることを大切にしていきます。 
 

２）認める＝「おうむがえし」  

まずは、子どもたちの言葉をそのまま返す（おうむ返しする）ことが、子どもたちを「認

める」「受け入れる」第一歩です。このことは、通常お母さんは赤ちゃんが生まれたと

きから自然に行っています。子どもと大人が見つめ合い、言葉をそのまま返すことから、

他者とのかかわりの中で認められる喜びが生まれ、やがて自己肯定感が育つ段階へと成

長していきます。 
 

３）褒める  

何かができたとき、子どもたちは、「すごいでしょ！」と自信満々の笑顔になります。

そんなときに、まわりの大人たちがいっしょに喜び、ほめることで、子どもたちには達

成感が芽生えます。達成感は次への意欲となり、そして小さな成功体験の積み重ねが、

確実に子どもたちの自信を育みます。私たちは、「ほめる」ことを大切にしていきます。 
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■年齢別保育内容 
＜０歳児＞  

「みる・きく・さわる」感覚を中心とした遊びの中で、保育士との十分な結びつきを育

てます。安定した関わりが子ども達の心と身体の成長を助けます。0歳児の心身の発達
は著しく、心や体の発達を司っているところを刺激することで、子ども達の可能性を引

き出します。 

＜1 歳児＞  

つかまり立ちからひとり歩きへと運動機能が活発になる時期です。室内、園外活動共に

十分に活動できる環境を整えていきます。また、経験により自分とは別の「外の世界」

への理解を育てます。リトミック（月 1回）と外国人講師による英語レッスン（年 40
回）があります。 

＜2 歳児＞  

身体機能が充実し、ことばへの関心が強くなる時期であり、社会的な行動が発達しはじ

めます。友達や大人の行動を模倣したいという気持ちを「ごっこあそび」や「身のまわ

りの事」等で満たし育てます。リトミック（月 1 回）と外国人講師による英語レッス
ン（年 40回）があります。 

＜幼児＞  

自分自身で強く興味を持ったり、あこがれなどを強く感じて模倣することを通して、自

立を促していく時期です。欲求を促し経験することで情緒の安定をはかり、自己の確立

を支援していきます。 
①身体を使って思いっきり遊ぶ環境をつくります。	 

②基本的生活習慣の確立、態度教育（しつけ）を通して「土台づくり」を行います。	 

③楽しく学ぶ環境をつくります。	 

④遊びであれ文化活動であれ、子どもたちが自発的かつ意欲的に取り組むことができる	 

環境をつくります。	 

⑤他児とかかわる遊びや活動を通して、コミュニケーションや団体生活におけるルール	 

の重要性を自然に学ぶ環境をつくります。	 

⑥年少者の面倒をみることができるよう促します。	 

⑦子どもたち自身で問題解決ができるよう促します。	 

⑧積極的にお手伝いができるよう促します。	 

⑨食育や収穫を通して食に対する興味を育み、偏食を克服できるよう促します。	 

⑩絵本の読み聞かせや「文字」の学習を通して母語の成長を促し、卒園までに自ら300	 

冊程度の絵本を読み切ることを目標とします。	 

⑪遊びを通して「数」の学習を行います。	 

⑫外国人講師による楽しく身につく英語のレッスンを行います。（年間40回実施・テキ

ストあり）	 

⑬自然・環境に対する興味、関心を育みます。	 

⑭外部講師の指導による体育レッスンを行い、運動能力の向上を図ります。	 
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■一日の過ごし方 
0 歳児（ウサギぐみ）  1 歳児（コアラぐみ）  

7:30～8:30 開園・早朝保育 

(0～5歳児：合同保育) 

順次登園・視診・おむつ交換及び排泄 

7:30～8:30 開園・早朝保育 

(0～5歳児：合同保育) 

順次登園・視診・おむつ交換及び排泄 

8:30～ 室内自由遊び・おむつ交換 8:30～9:30 中庭及び戸外遊び・おむつ交換及び排泄 

9:30～9:45 朝のおやつ（果物） 

9:45～ 朝の会 9:45～ 朝の会 

10:00～ 主活動 10:00～ 主活動 

10:40～ おむつ交換 10:40～ おむつ交換 

10:50～ 昼食 11:00～ 昼食 

11:30～ おむつ交換 11:40～ おむつ交換 

11:40～ 午睡 11:50～ 午睡 

14:00～ おむつ交換・おやつ 14:00～ おむつ交換・おやつ 

15:30～16:30 お帰り準備⇒順次降園 15:30～16:30 お帰り準備⇒順次降園 

16:30～ 長時間保育 16:30～ 長時間保育 

16:45～ 0～5歳児：合同保育 16:45～ 0～5歳児：合同保育 

19:00～ 延長保育 

0～5歳児：合同保育 

19:00～ 延長保育 

0～5歳児：合同保育 

19:30 閉園 19:30 閉園 
 

2 歳児（パンダぐみ）  幼児（つき・ほし・にじぐみ）  
7:30～8:30 開園・早朝保育 

(0～5歳児：合同保育) 

順次登園・視診・おむつ交換及び排泄 

7:30～8:30 開園・早朝保育 

(0～5歳児：合同保育) 

順次登園・視診・着替え・排泄 

8:30～9:30 中庭及び戸外遊び・おむつ交換及び排泄 8:30～9:45 戸外遊び 

9:30～9:45 朝のおやつ（果物） 

9:45～ 朝の会 9:45～ 朝の会 

10:00～ 主活動 10:00～ 主活動 

11:00～ おむつ交換 11:10～ 排泄 

11:10～ 昼食 11:20～ 昼食 

11:50～ 排泄 

12:00～ 午睡 12:10～ 午睡 

14:00～ おむつ交換・排泄・おやつ 14:00～ 排泄・おやつ 

15:30～16:30 お帰り準備⇒順次降園 15:30～16:30 お帰り準備⇒順次降園 

16:30～ 長時間保育 16:30～ 長時間保育 

16:45～ 0～5歳児：合同保育 16:45～ 0～5歳児：合同保育 

19:00～ 延長保育 

0～5歳児：合同保育 

19:00～ 延長保育 

0～5歳児：合同保育 

19:30 閉園 19:30 閉園 
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